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福
智
町

福
智
町だより議会の窓

議会を傍聴しませんか!!
本庁舎4階の傍聴席入り口で、住所、氏名等
を受付票にご記入いただき、受付箱に投函
のうえ議場傍聴席にお入りください。
詳細は、議会事務局までお問い合せくだ
さい。
（☎0947-22-7772）
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この行事を長く続けてほ
しいです、この稲は「ヒ
ヨクもち』という苗です。

6月18日

田植えがはじまるよ！田植えがはじまるよ！
朝の雨が上がりお天気になりました。テーマソング「田植えのマーチ」が流れる中、
赤池福祉会 4園合同の田植えが始まりました。

さぁ

田植用の苗を運んでくれた
JA  松本　智也 さん

トンボが帽子に止まったままの
上野保育所
植田富士子 所長

田植え前にどろんこで遊
んでます。田んぼの持ち主
さんが親切にしてくれる
おかげです。

渡辺　優美 さん
佐々木妙子 さんの後姿

保護者の

お孫さんや子どもさんの姿を見ようと、
おばあちゃん、保護者の方もこられました。
土に触れることができてとてもよいですね。
子どもまん中社会を福智町から作ってほし
いです。
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ュ
ー

娘も田植えに来てました
が、今日は孫の応援です、
二世代続いていることが
すごいね!!

春永あつこ さん

赤池保育所
城戸優希 先生・早川まさみ 先生

みんな初めてなのによくがんばり
ました。籾種から育てて楽しみに
してました。苗を取り分けるのが
難しかったかなァ。

子ども達の感想を聞いてみました。

楽しかった～！
うれしかった～！
またしたい～！

楽しかった～！
うれしかった～！
またしたい～！

ご近所の
中原　和雄 さん

毎年子ども達が喜んで
田植えの体験ができる。
いいことですね。

初めて先生達みんなで写真
を撮りました。今日も子ども
達と一緒にがんばりました。

田植えが終って
バイクで出かける
田んぼの持ち主
太田　正仁 さん

エイエ
イオ～！エイエ
イオ～！
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6月 議会報告  本会議  委員会報告
総務文教常任委員会

厚生常任委員会

産業建設常任委員会

　現在、国民健康保険加入者4,643名中
2,987名64.3％がマイナンバーカードと国
民健康保険証を紐づけしている。マイナン
バーカードを持っていない方、紐づけして
いない方には資格確認書を送付する。

付託案件　議案6件、請願1件

　児童手当の拡充された内容は年齢が18歳に
到達する年度まで引上げられ、高校生が対象
となる。また所得制限がなくなり、第3子以
降の支給額は月額3万円になる。当初予算時
の対象人数は2,553人。制度改正により、
1,228人の追加となる。
　不登校を早期に発見する事業は、小学校の
段階で早期に行い、不登校児童の割合を減少させるために支援員を導入する事業。教員OBの方を前提に
しており、現在配置済みのスクールカウンセラーやソーシャルワーカーに繋ぐ役割を期待している。
　集団健診の予算の内訳は概ね県の補助金が3分の2、残りを一般財源で補っている。前立腺がんは集団
健診の検査項目としては推奨されていないが、県下60市町村中4市町村のみ未実施であったため、全額
自己負担という形で今年度から導入した。令和5年度集団健診受診者は1,325名、うち70歳以上の受診
者は585名、内訳は男性234名、女性は351名。

質疑・意見等ありませんでした。

主な質疑・意見等

付託案件　議案1件

主な質疑・意見等

付託案件　議案1件

主な質疑・意見等
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令和6年 第2回福智町議会
（6月3日・12日 定例議会）
議案一覧と賛否結果（電子採決システムによる）

議案番号

議案第25号

議　案　名

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

○○○ ○ ○ 不在 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○×○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○×○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○×○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

×○× ○ × × × ○ ○ × × ○ × 棄権 ○ × 棄権

○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

○○○ ○ ○ ○ ○ 棄権 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

賛成 ○ 　反対 ×

皆

　川

原

　田

矢

　野

日
比
生

木

　村

髙

　津

沼

　口

堀

　江

楠

　木

朝

　部

木

　戸

小

　松

尾

　﨑

橋

　本

石

　谷

田

　㟢

森

　野

浦

　田

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

専決処分の認証を求めることについて

議案第26号 専決処分の認証を求めることについて

議案第27号 専決処分の認証を求めることについて

議案第28号

議案第29号

専決処分の認証を求めることについて

福智町特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

議案第30号
福智町公民館条例の一部を改正する条例
の制定について

議案第31号
福智町地域交流センター条例の一部を改
正する条例の制定について

議案第32号
福智町体育施設条例の一部を改正する条
例の制定について

「建設アスベスト被害者の救済とアスベス
ト対策の拡充を求める意見書」の提出を願
う請願について

議案第33号
令和６年度福智町一般会計補正予算（第１
号）について

議案第34号
令和６年度福智町国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）について

議案第35号

発議第 1 号

請願第 1 号

福智町教育委員会委員の任命について

健康保険証の存続を求める意見書について

議

　
　長

その他研修会

議会関係ハラスメント根絶のための議員研修

令和6年7月11日（木）　ホテル日航福岡

講師 三浦まり 氏（上智大学法学部教授）

京都郡　議員研修

令和6年7月30日（火）　ノーサイビル

演題 岸田政権の行方
講師 与良正雄 氏（毎日新聞編集委員）

▲京都郡町議会議員研修会



（令和6年第2回定例会）
一般質問
議員7人が町政を問う
一般質問は、町の行政全般にわたって、町長や教育長などに、
方針や説明を求めるものです。

議会だよりでは、質問と答弁を要約しています。
本議会での傍聴をお待ちしています。

※各議員が質問した事項の中から抜粋して掲載しています。

質問事項質問者 ページ

8

9

11尾﨑さつき

木戸　勝正

12

10

7

髙津　鶴己

朝部　　壽

森野　和彦

7

田㟢みゆり

木村　幸治

防災時備蓄について
田川地区新ごみ焼却場について

グローバル教育について
産後ケア事業について
熱中症対策について

福智町各公共施設の統廃合の合理化について

土地の登記について

総務課の業務内容について

楽天グループとの包括連携について
社会教育施設再整備事業等について
グローバル教育等について
ニャンだふるライフについて

みんなの居場所の公園がほしい！
福智町のいじめ対策、どうなっている？
町民の暮らしを守る対策がほしい

一
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　質
問
事
項
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一
般
質
問

　木
戸 

勝
正 

議
員
・
木
村 

幸
治 

議
員

木戸　勝正 議員

総
務
課
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

昭
和
30
年
頃
ま
で
8
月
下

旬
に
精
霊
供
養
の
た
め
の

流
灌
頂
の
営
み
が
あ
り
、
全
国
縁
日

祭
礼
番
付
の
上
位
に
載
っ
て
い
た
。

平
成
4
年
度
町
民
の
要
望
で
、
自
然
、

人
、
水
、
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
灯
篭

流
し
、
盆
踊
り
、
花
火
大
会
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
水
と
灯
火
の
夕
べ
が
は

じ
ま
っ
た
。

　コ
ロ
ナ
発
生
以
降
中
止
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
実
施
予
定
は
あ
る
か
中

止
の
場
合
の
理
由
を
尋
ね
る
。

町
長

町
総
合
計
画
に
基
づ
い
て

イ
ベ
ン
ト
見
直
し
を
し
て
き
た
。
町

主
催
、
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
か
ら
、
水
と
灯
火
の
夕

べ
は
実
施
し
な
い
方
針
で
あ
る
。
地

区
な
ら
で
は
の
伝
統
的
な
催
し
は
守

り
育
ん
で
い
た
だ
き
行
政
も
支
援
協

力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課

の
業
務
内
容
に
つ
い
て
、

I
L
O
V
E
フ
ク
チ
フ
ェ
ス
タ
は
、

コ
ロ
ナ
発
生
以
前
、
実
施
し
て
い
た

フ
ェ
ス
タ
で
す
が
今
後
実
施
予
定
は

あ
る
か
尋
ね
る
。

町
長

I
L
O
V
E
フ
ク
チ
フ
ェ

ス
タ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
商
工
会
の

主
催
で
町
と
し
て
は
判
断
し
か
ね

る
。
今
年
度
の
実
施
に
つ
い
て
は
現

在
商
工
会
で
検
討
中
で
あ
る
。

問答

問答

木村　幸治 議員

土
地
の
登
記
に
つ
い
て

赤
池
町
部
に
お
い
て
ほ
と

ん
ど
の
土
地
が
登
記
上
の

地
理
と
合
わ
な
い
と
い
う
話
を
住
民

か
ら
お
聞
き
す
る
が
ど
う
し
て
か
。

農
政
課
長

赤
池
町
部
に
お
い
て
法
務

局
に
備
え
付
け
の
地
図
と
整
合
し
て

い
な
い
、
一
致
し
て
い
な
い
土
地
は

多
数
見
受
け
ら
れ
る
。

ど
ん
な
状
況
で
こ
う
い
う

い
き
さ
つ
に
な
っ
た
の
か
。

農
政
課
長

鉱
害
復
旧
事
業
に
お
い
て
、

地
権
者
同
士
の
合
意
に
よ
り
、
利
便

性
の
よ
い
土
地
の
形
に
復
旧
工
事
を

さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
後

の
国
土
調
査
で
整
理
し
て
い
く
話
と

聞
い
て
い
る
。

国
土
調
査
を
実
施
し
て
い

く
時
期
は
。

農
政
課
長

今
年
度
人
見
の
方
か
ら
赤

池
駅
の
方
ま
で
行
く
予
定
。

境
界
線
で
の
揉
め
事
が
も

う
発
生
し
て
お
り
、
国
土

調
査
の
推
進
が
一
つ
の
解
決
策
に
な

る
と
思
う
。
是
非
推
進
方
を
よ
ろ
し

く
。

問問 答

問答

答

意
見
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8

防
災
時
備
蓄
に
つ
い
て

福
智
町
の
防
災
備
蓄

品
は
、
町
民
避
難
用

に
何
日
分
が
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て

い
る
の
か
。防

災
管
理
管
財
課
長

避
難
用
備
蓄
品
は
、

防
災
備
蓄
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
最
大
想
定
避
難
者
数
を
2

1
4
人
と
想
定
し
、
令
和
7
年

度
ま
で
に
2
8
0
0
食
、
日
数

に
し
て
1
日
分
を
生
活
必
需
品

と
合
わ
せ
て
備
蓄
す
る
予
定
。

令
和
6
年
5
月
ま
で
に
目
標
食

数
の
約
8
割
、
2
3
0
0
食
を

備
蓄
し
て
い
る
。

福
智
町
の
人
口
の
１

割
分
で
、
最
低
3
日

分
は
備
蓄
し
て
ほ
し
い
。
足
り

な
い
時
は
ど
う
す
る
の
か
。

防
災
管
理
管
財
課
長

備
蓄
品
が
不
足
し
た

場
合
は
、
町
と
物
資
供
給
調
達

協
定
を
結
ん
で
い
る
業
者
に
依

頼
す
る
。
そ
れ
で
も
足
り
な
い

時
は
、
福
岡
県
内
の
相
互
応
援

協
定
を
活
用
し
支
援
を
受
け
た

り
、
国
の
判
断
に
よ
る
※
プ
ッ

シ
ュ
型
支
援
を
求
め
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
く
。

田
川
地
区
新
ご
み
焼
却

場
に
つ
い
て

今
現
在
、
町
内
3
カ

所
の
業
者
に
委
託

し
、
可
燃
ご
み
週
2
回
、
可
燃

性
資
源
ご
み
月
1
回
、
不
燃
性

資
源
ご
み
月
1
回
、
粗
大
ご
み

年
2
回
で
収
集
さ
れ
て
い
る

が
、
来
年
4
月
以
降
も
収
集
日

や
ご
み
袋
代
金
は
変
わ
り
な
い

か
。

税
務
住
民
課
長

収
集
体
系
や
ご
み
袋

代
金
に
つ
い
て
は
来
年
以
降
も

現
行
通
り
実
施
す
る
予
定
。
収

集
時
間
が
前
後
す
る
可
能
性
は

あ
る
。

粗
大
ご
み
に
つ
い
て

は
来
年
以
降
、
各
家

庭
で
解
体
し
て
出
す
こ
と
に
な

る
の
か
。町
民
の
負
担
と
な
り
、

ま
す
ま
す
不
法
投
棄
が
増
え
る

の
で
は
と
懸
念
す
る
。
町
長
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

町
長

粗
大
ご
み
を
新
組
合

で
受
け
入
れ
で
き
る
よ
う
に
す

る
に
は
、
ヤ
ー
ド
（
周
囲
を
囲

ん
だ
作
業
場
）が
必
要
に
な
る
。

ヤ
ー
ド
の
中
で
分
別
で
き
れ
ば

よ
い
が
、
ま
だ
決
定
し
て
い
な

い
。

町
民
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
今
あ
る
赤
池

の
ご
み
焼
却
施
設
を
利
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
長

ヤ
ー
ド
の
活
用
は
一

部
事
務
組
合
の
同
意
が
必
要
と

な
る
の
で
、
ヤ
ー
ド
を
使
え
る

よ
う
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い

る
。

新
焼
却
施
設
の
火
入

れ
式
は
い
つ
に
な
る

か
。

税
務
住
民
課
長

今
年
の
11
月
中
を
予

定
し
て
い
る
。

森野　和彦 議員

問答

問答

問答

問 問

問

答答

答

　災害の発生初期に政
府などが被災自治体の
要請を待たずに、必要
と判断した物資を送る
手法。

はてなメモ

※プッシュ型支援

▲建設中の田川地区新ごみ焼却場
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一
般
質
問

　髙
津

　鶴
己 

議
員

楽
天
グ
ル
ー
プ
と
の
包

括
連
携
に
つ
い
て

（
文
字
数
が
多
く
な
る
た
め
省

略
）

社
会
教
育
施
設
再
整
備

事
業
等
に
つ
い
て

総
合
体
育
館
の
設

計
・
青
写
真
は
で
き

て
い
る
の
か
。
な
お
、
今
後
の

予
定
は
。

生
涯
学
習
課
長

今
、
基
本
計
画
検
討

委
員
会
で
検
討
し
て
い
る
最
中

だ
。
今
年
度
中
に
設
計
が
あ
が

り
、
令
和
7
年
初
に
入
札
、
令

和
8
年
度
完
成
を
目
標
と
し
て

い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
等
に

つ
い
て※

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

の
一
環
と
し
て
中
学

生
を
ハ
ワ
イ
研
修
に
行
か
せ
た

こ
と
は
、
こ
の
う
え
な
い
貴
重

な
経
験
に
な
っ
た
と
思
う
。

　片
や
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

が
10
％
近
く
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
憂
い
て
い
る
。

教
育
長

令
和
5
年
度
は
9
・

7
％
と
な
っ
て
い
る
。
教
職
員

で
対
象
と
な
る
一
人
一
人
の
状

況
を
把
握
し
、
家
庭
訪
問
と
問

題
解
決
に
向
け
て
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
S
C
（
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）、

S
S
W
（
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
）
の
専
門
家
や
関

係
機
関
、
保
護
者
と
の
連
携
を

図
り
、
問
題
解
決
に
努
め
て
い

る
。
小
学
校
の
段
階
で
早
期
に

対
策
を
行
い
、
不
登
校
児
を
減

少
さ
せ
る
取
組
を
行
う
。

ニ
ャ
ン
だ
ふ
る
ラ
イ
フ

に
つ
い
て犬

猫
の
飼
育
で
癒
さ

れ
て
い
る
方
も
多
い

と
思
う
。
狂
犬
病
予
防
法
で
犬

は
予
防
注
射
を
行
い
登
録
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
福
智

町
の
登
録
数
及
び
野
良
犬
の
捕

獲
数
は
。

税
務
住
民
課
長

令
和
6
年
4
月
末
現

在
で
登
録
数
1
，
3
5
9
頭
、

昨
年
度
田
川
保
健
福
祉
事
務
所

が
福
智
町
で
捕
獲
し
た
頭
数
は

迷
子
の
犬
も
含
め
て
5
頭
。

飼
い
主
の
い
な
い
野

良
猫
に
対
し
て
無
責

任
に
も
餌
を
与
え
て
い
る
人
が

い
て
、
周
辺
住
民
が
非
常
に

困
っ
て
い
る
例
を
聞
く
。
い
ろ

い
ろ
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
保
健
所
に
よ
る
指

導
監
督
・
命
令
に
違
反
す
る
場

合
に
罰
則
は
あ
る
の
か
。

税
務
住
民
課
長

野
良
猫
へ
の
餌
や
り

自
体
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
行
為
で
は
な
い
が
、
保
健

所
に
よ
る
指
導
監
督
・
命
令
に

違
反
し
た
場
合
に
は
動
物
愛
護

法
46
条
の
2
に
基
づ
き
50
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。

髙津　鶴己 議員

問答

問答

答

問

問

答

　言語の習得だけでなく、自分
の国や地域の伝統や文化につい
ての理解を深め、人権、平和、
異文化などのテーマを世界規模
で物事や考える力を身につける
ための教育。

はてなメモ

※グローバル教育

▲ハワイ研修の様子
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　田
㟢
み
ゆ
り 

議
員

み
ん
な
の
居
場
所
の
公

園
が
ほ
し
い
！

町
民
の
方
か
ら
、
安

全
で
過
ご
し
や
す
い

公
園
が
ほ
し
い
と
希
望
が
あ
っ

た
。
高
齢
者
の
介
護
予
防
対
策

と
し
て
も
、
居
場
所
と
し
て
の

公
園
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の

で
は
？
今
あ
る
公
園
を
利
用
し

て
居
場
所
と
し
て
の
公
園
が
作

れ
な
い
か
。
国
の
子
育
て
支
援

事
業
予
算
を
使
え
な
い
か
。

町
長

公
園
の
目
的
や
利
用

者
を
考
え
、
子
ど
も
や
お
母
さ

ん
が
遊
ぶ
公
園
を
、
環
境
整
備

し
た
い
。

　交
付
金
を
見
極
め
て
、
児
童

遊
園
も
維
持
す
る
。

公
園
で
友
達
と
過
ご

し
た
い
と
思
う
の
は

子
ど
も
も
保
護
者
も
同
じ
。
高

齢
者
も
利
用
で
き
る
居
場
所
と

し
て
の
公
園
活
用
を
検
討
し
て

ほ
し
い
。

福
智
町
の
い
じ
め
対
策
、

ど
う
な
っ
て
い
る
？

田
川
市
で
の
い
じ
め

調
査
で
は
毎
年
1
0

0
件
以
上
の
い
じ
め
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
福
智
町
で
は
調
査

し
て
い
る
の
か
。
い
じ
め
は
起

こ
っ
て
い
る
の
か
。
い
じ
め
に

ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長

調
査
は
月
1
回
行

い
、
い
じ
め
と
本
人
が
感
じ
た

の
は
年
間
60
件
ほ
ど
で
、
県
に

も
報
告
し
て
い
る
。
い
じ
め
問

題
対
策
協
議
会
で
の
話
し
合

い
、解
決
の
た
め
の
努
力
を
し
、

い
じ
め
を
未
然
に
防
ぎ
安
心
で

き
る
学
校
作
り
を
目
指
す
。

命
を
守
る
対
応
・
対

策
を
ど
う
行
う
の

か
。

教
育
長

地
域
や
保
護
者
と
の

連
携
、
防
止
と
見
守
り
、
早
期

発
見
に
努
め
る
。
危
機
意
識
を

持
っ
て
対
応
に
当
た
り
、
状
況

報
告
や
共
有
を
行
う
。

社
会
が
変
わ
り
子
ど

も
達
を
取
り
巻
く
環

境
も
変
わ
っ
て
い
る
が
、
子
ど

も
ら
し
い
遊
び
や
体
験
を
支

え
、
町
と
大
人
も
知
恵
と
力
を

合
わ
せ
て
い
き
た
い
。

町
民
の
暮
ら
し
を
守
る

対
策
が
ほ
し
い

町
民
の
方
か
ら
、「
物

価
高
で
毎
日
の
暮
ら

し
が
苦
し
い
、
電
気
代
が
払
え

な
い
、
な
ん
と
か
な
ら
な
い
の

か
。」
と
い
う
複
数
の
相
談
が

あ
っ
た
。
物
価
高
騰
が
続
き
、

多
く
の
町
民
が
苦
し
い
生
活
に

喘
い
で
い
る
。
町
民
の
暮
ら
し

を
支
え
る
支
援
が
ま
だ
必
要
で

は
な
い
か
。町

長
心
配
事
相
談
や
社
協

で
の
食
料
支
援
・
生
活
保
護
な

ど
、
生
活
困
窮
者
支
援
を
効
率

よ
く
利
用
し
て
ほ
し
い
。
支
援

は
町
全
体
で
考
え
て
い
る
。

田㟢みゆり 議員

問答

問 問答答

答

問

意
見

意
見

▲ワィ・ワィ・ワ広場

▲ネジ花に止まるちょうちょ
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グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
つ

い
て

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推

進
の
た
め
ハ
ワ
イ
に

決
め
た
理
由
は
何
か
。

町
長

4
割
近
く
の
日
系
人

の
方
々
が
い
る
。
人
種
の
多
様

性
が
全
米
で
も
ハ
ワ
イ
は
第
1

位
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

対
象
者
は
中
学
生
と

な
っ
て
い
る
が
人
選

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

ま
ち
づ
く
り

総
合
政
策
課
長

13
名
の
募
集
が
あ
り
、
面
接
と

作
文
で
選
考
し
た
結
果
、
9
名

が
渡
航
予
定
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン

プ
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
ま
た
対
象
学
年
を
尋

ね
る
。

ま
ち
づ
く
り

総
合
政
策
課
長

福
智
町
に
い
な
が
ら
国
際
交
流

が
で
き
、
大
分
県
別
府
市
に
あ

る
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

の
留
学
生
等
の
協
力
を
得
て
、

他
国
の
文
化
を
体
験
で
き
る
。

小
学
校
4
年
生
か
ら
6
年
生
を

対
象
に
し
て
い
る
。

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い

て

福
智
町
の
産
後
ケ
ア

事
業
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
宿
泊
型
と
デ
イ
ケ
ア
の

日
帰
り
型
の
状
況
を
尋
ね
る
。

健
康
子
育
て

支
援
課
長

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
デ
イ
ケ
ア

は
利
用
者
6
人
で
延
べ
24
回
の

利
用
が
あ
っ
た
。

今
年
度
よ
り
県
も
1

億
2
0
0
0
万
を
産

後
ケ
ア
事
業
に
補
助
金
を
出
し

て
い
る
。
助
産
師
が
自
宅
訪
問

を
し
て
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ

ん
を
提
供
す
る
訪
問
型
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
や
里
帰
り
先
で
産
後
ケ

ア
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
事
業

を
進
め
て
頂
き
た
い
。

町
長

利
用
者
の
負
担
増
の

理
由
か
ら
利
用
者
も
伸
び
悩
ん

で
い
る
。
関
係
機
関
と
の
調
整

を
行
い
検
討
に
時
間
を
い
た
だ

き
た
い
。

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

熱
中
症
の
警
戒
度
を

あ
ら
わ
す
熱
中
症
計

測
器
を
体
育
館
や
各
ク
ラ
ス
に

設
置
し
て
あ
る
か
。

教
育
長

各
教
室
に
設
置
し
、

管
理
職
、
養
護
教
諭
に
よ
り
確

認
し
て
い
る
。

暑
い
日
は
午
前
中
で

水
筒
の
中
身
が
な
く

な
る
と
保
護
者
の
方
か
ら
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
。
ウ
ォ
ー
タ
ー

ク
ー
ラ
ー
の
設
置
が
出
来
な
い

か
。

教
育
長

中
学
校
に
は
部
活
の

関
係
で
、
自
動
販
売
機
を
設
置

し
て
い
る
。
小
学
校
に
は
お
金

を
持
っ
て
行
く
と
問
題
が
発
生

し
や
す
く
な
る
の
で
、
自
動
販

売
機
は
設
置
し
て
い
な
い
。
学

校
長
等
の
話
の
中
で
も
ウ
ォ
ー

タ
ー
ク
ー
ラ
ー
設
置
の
要
望
が

あ
る
の
で
、
設
置
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

尾﨑さつき 議員

問問

問答

答答

問

問問

問

答答

答

答

▲ウォータークーラー
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　朝
部

　
　壽 

議
員

福
智
町
各
公
共
施
設
の

統
廃
合
の
合
理
化
に
つ

い
て

先
の
3
月
定
例
会

で
、
14
カ
所
の
主
な

各
施
設
の
図
書
館
か
ら
、
ふ
じ

湯
の
里
、
日
王
の
湯
ま
で
の
維

持
管
理
費
及
び
使
用
料
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。令
和
3
年
度
、

2
億
2
1
3
3
万
6
0
0
0

円
、
使
用
料
1
7
8
万
3
0
0

0
円
、
令
和
4
年
度
、
1
億
9

4
3
8
万
3
0
0
0
円
、
使
用

料
3
9
5
万
5
0
0
0
円
で
あ

る
。

　平
成
の
大
合
併
で
、
現
在
で

は
1
7
1
8
市
町
村
に
な
り
、

こ
の
中
で
消
滅
可
能
性
自
治
体

は
、
分
析
の
結
果
7
4
4
自
治

体
と
予
想
さ
れ
る
。
人
口
20
万

規
模
と
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
福

智
町
の
各
公
共
施
設
は
、
い
ち

早
く
統
合
し
合
理
化
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
一
番
大
き
な
維

持
管
理
費
は
図
書
館
で
、
3
年

度
9
6
4
1
万
、
4
年
度
9

8
8
4
万
で
、
ほ
と
ん
ど
収
入

が
な
い
中
で
、
支
出
の
一
番
の

要
因
は
何
な
の
か
。

生
涯
学
習
課
長

大
き
く
予
算
を
占
め

て
る
も
の
は
、
包
括
業
務
委
託

（
人
件
費
）、
図
書
購
入
費
、
光

熱
水
費
、
図
書
シ
ス
テ
ム
委
託

料
、
以
上
4
点
が
大
き
な
要
因

に
な
っ
て
い
る
。

開
館
当
時
の
目
標

は
、
10
万
冊
と
聞
い

て
い
た
が
、
現
在
の
所
蔵
は
、

目
標
達
成
し
た
の
か
。

生
涯
学
習
課
長

現
在
所
蔵
は
、
図
書
、

電
子
図
書
を
含
め
9
万
4
9
9

9
冊
と
な
っ
て
い
る
。

各
公
民
館
は
、
や
は

り
大
き
な
維
持
管
理

費
が
か
か
っ
て
い
る
が
、
今
後

は
統
廃
合
の
予
定
は
あ
る
の

か
。

生
涯
学
習
課
長

今
現
在
、
中
央
公
民

館
、
方
城
分
館
、
金
田
分
館
は
、

統
廃
合
を
検
討
し
コ
ス
モ
ス
診

療
所
を
現
状
維
持
で
、
公
民
館

機
能
を
集
約
す
る
目
的
と
考
え

て
い
る
。方

城
支
所
も
3
、
4

年
度
に
お
い
て
、
1

5
0
0
万
強
の
維
持
管
理
費

が
か
か
っ
て
お
り
3
月
定
例

会
の
折
に
、
今
後
民
間
移
譲

ま
た
は
、
売
却
の
方
向
で
考

え
て
い
る
と
の
事
だ
が
、
変

わ
り
な
い
の
か
。

町
長

現
在
も
そ
の
考
え
に

変
わ
り
は
な
い
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
委
託
契
約
さ
れ

て
い
る
が
、
更
新
手
続
や
契

約
自
体
は
、
何
契
約
か
。

生
涯
学
習
課
長

毎
年
1
年
契
約
で
4

月
1
日
〜
3
月
31
日
ま
で
で
、

3
年
度
1
1
7
0
万
1
0
0
0

円
、
4
年
度
1
6
6
1
万
4
0

0
0
円
で
開
館
当
初
か
ら
随
意

契
約
で
あ
る
。

主
な
公
共
施
設
の
統

廃
合
及
び
、
合
理
化

を
進
め
る
優
先
順
位
は
。

町
長

統
廃
合
は
、
ま
ず
公

民
館
、
そ
し
て
体
育
館
か
ら
進

め
て
い
く
。

朝部　 壽 議員

問

答

答

答

問

問問

問問答

答

答

▲ふくちのち

▲方城分館
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給
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セ
ン
タ
ー

13

給 食 セ ン タ ー
視察！

弁城の給食センターでは 吉田係長と三浦さんの説明を聞いて

方城中、伊方小、弁城小、赤池中、上野小、
市場小のおいしい給食が一日1300食、
安心安全に作られていました。

金田給食センターでは
一日680食作られていて、この日のメ
ニューは鹿児島県の郷土料理の鶏飯でし
た。しいたけのおいしそうな香りがして、手
作りの良さを感じました！

朝部委員長は、お米、野菜はどこで買って
いるのかと質問し、吉田係長より、お米は
100％福智町で、野菜はほとんど県の給
食会で買っていると回答をもらう。

学校給食では、栄養・衛生面・アレルギーな
ど、よく考えられていることが栄養師の鬼丸さ
ん、金田給食センター勤務の吉田係長、三浦
さんの説明でわかりました。給食センターで
働く職員は子どもたちに美味しい給食をたく
さん食べてもらえるように頑張っています！

弁城の給食センターで
栄養師の鬼丸さんの説明は
子どもにもわかるような話し方で
みんな子どもにかえった気分でした。
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　園長先生にお話を聞きました。
　自然の中でのびのびと育ってほしいと
願っています。裏山へ登ったり、子ども自
身が手作りした獅子で獅子舞を披露した
り、地域の人々の協力を得て田畑の作業や
どろんこ遊びを行っています。

　家庭的な雰囲気の中で、保護者
の方も一緒に見守っていこうと努めて
います。そのためには保育士もそれ
ぞれ年齢や経験が違う多様性が必要
と考えています。

保育方針は
「　　　　　」です。

今回の表紙は

設立 71年の

上野保育所です。

創造保育

創造保育の様子を
島崎充さんが
撮影した写真集

「その気になって」


